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演習林研究報告第十巻第三披

天盟第二演習林南宇部地質調査報告

昭和八年十月

理事博士長 尾 巧

理感士森田義人

天聾圃宗谷本線開寒別附近の地質に就いては，大正七年蛮行の大井上司修士の，六十荷分のー北

海道地質圃に示されたる外には，特記すペき報告を見守。即ち西部は石田穆士(昭和五年〉の論文

に含まれたるも，爾徐の地域に聞しては，詳細に記されたる事なし。唯渡瀬事土は嘗て第二演習林

地質を調査し，詳細なる地質闘を作製し，本地域の地居の分布及其何事遣に聞して間明せし:事多し。

余等も調室Eに嘗りて，同製士の地質闘を参照し;甚だ便益を得たり。

本地域の地居に就いて特に注意せらるるは，関空長別川を境として共東西雨医主主に費建せる地居

の越し〈異る事たり。即ち東郎に於ては，北見天堕園境の雨側に於て北海道最古の地居と考へられ

る古生居の榊居古揮系の結晶片岩及佳岩を伴ふ蛇紋岩が甚だ費大なる地域を占む。更に其雨側に於

ては中生居が同じく蹟〈露出し，之等より若き第三紀居に至りては，西縁ー少部分に最新の地居を

見るのみ。

然るに西部に於ては，古第三紀唐と思はるる爽茨居を理主下として爾除の地居は何れもとれより

若き新第三紀居にして中生居並に古生居は全くとれを認むる事を得十。

本地方に登透する地居を分ってヨえの如くするを得。

ー，紳居古揮系 蛇紋岩及粗粒玄武砦を作ふ。

二，中生厨
ポン ピラ

イ..乎居
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ピンネシザ

ロ，敏音知居

三，第三紀居

イ，幌延居〈爽提居〉

ロ，ヌカナン居
オノプPイ

へ綾信内居

~，同署長別居

ホ，安牛居

四，第四紀居

一，柿居古海系及蛇紋岩

天堕園間家別川と北見図頓別川との聞に挟まれたる，上記雨園の園境東西斜面そ占むる演域の

山地に費透せるものにして，主として蛇紋岩より成り東八線の君事に於ては造材飯場より上流に庚〈

露出し到る虚に山崩れをなすを見る。との蛇紋岩は国境の東方約1粁ウツナイ川上流K及ぶ。ヌホ

ロマツポロに於ても同様に飯場以東に之を見るべく知駒岳を経て園境東方約2粁掬水川上流に遼せ

りoとの部は本医域に於て蛇紋岩の露出の最も幅蹟き地拡に相賞せり。

きたに南方ノプカナイに於ては，川口より約4粁にて JIIの右岸に小露出を見る外，上流なる第二

の瀧以上に於て甚だ照を山地を占め，閤境を超えてシウマルネツフ・川上流に及ぶ。最後に字戸内属

の東方クンネシ H山慢を構成するものも叉蛇紋岩にして崎南北に延びたる長椅固形をなせるものの

如し。
オ妙シマ

上記園境附近のものは更に南北に延長し，特に南方にては，第一演習林内の紳路飯島問錦路に

露出するものとー速のものなり。

粗粒玄武務 上記蛇紋岩の西縁部に東八紘の潔・ヌポロマポロ及ノプカナイ揮に於て常に組粒

玄武岩の〆j、露出を見る。本火成岩は竪硬次色にして粗粒権浩を示し，肉眼にて白色の斜長石結晶を

見る事を得。本岩が蛇紋岩を貫ける脹表なりや或は共岩柴分胞に依る異相岩なりやをi切にせざるも

前者と密接なる閥係あるべきは疑を容れや。

結晶片岩， 1在岩等 上記蛇紋岩の大塊露出中に諸底に種々の結晶片浩及桂岩等が露出せるを

見る。例へば東八線揮に於て圃境より西方1粁宇の地駄に相賞/1iく見らるるものは，白雲母角閃石

片岩，雨雲母石英片岩等あり。ヌポロマポロ川の揺鉢山は同様の結晶片岩より構成せらるるものに

して，又北見圏掬水川園境より約1粁学の地慰に同様のものを見る外，ヌポロマポロ，ノプカナイ

津等には吏に赤色!を岩等を見る。とれ等は蛇紋;在によりて貫かれたるものにして，石狩川岸，榊居

古海附近に標式的葉遣を示せる紳居古揮系の一員なるは明なり。未だ重要なる化石を出したる事な
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きを以って芭確友る時代を決定し得歩と難も，北海道に於ける最古の地居にして，恐らく古生居に

属すベし。(とれ等の地居は本直域にては蛇紋滑に比し其分布極めて狭<.叉往々入組れて露出せ

るを以って特に圃示する事を友さす写，只其君子しき産地を岡上に記し置く事とせり。 ED)

蛇紋岩は東方に於ては頓別川爾岸に費建せる後記中生代白璽紀居〈敏昔知居〉と断唐によりて

隔てられ，西方は東八繰湾，ヌポロマポロ揮にては直ちに最上部第三紀暗なる安牛居に不整合に被

はれ，ノプカナイ揮に於ては第二の瀧にて西方なる白歪紀居(春卒居)と同じく断居によりて接せ

り。ノプカナイ湾入口より 4粁の右岸に現るる蛇紋岩の小露出は，北方にては其賓がりを明かにせ

歩と離も左岸には延長せざる事明にして，西方は狭き白亜紀居の帯を隔てて安牛居に封し西側も自

重紀居と断居によりて断たれたるもの0如<.一見小島腕欣露出を示せるに過ぎや。叉南方字戸内

磨西方クンネシ P山慢をなすものは東及東北方は白星紀居に閣まれたるも，西線に於ては安牛麿の

基底礁岩に不整合に被はれたり。故に注意すべきは，騨より南方約3粁，搬道線路上にて東方に傾

ける衝上面によりて，礁賀砂治(新第三紀ヌカナン居ならん)上に押し上れるを見る。

一，中生屠

イ，春卒居

阿寒別以東の地域にのみ蛮達し，西部には決してその護惑を見る事なき居にて， 阿寒別川左交

流ヌポロマホ・ロJI(中流，同ノプカナイ川中流.天瞳川右支流字戸内川上中流， バンケナイ川流域一

帯に亙りて蛮達し，上記夫堕，北見園境一帯に護逮せる紳居古揮系の西側に位置し，南方第一演習

林を経て遠く安子志内川流域に達するもの怒り。

本居は砂岩頁岩の互居より成り，砂岩はZ昔1J<.色乃至暗級友色にして礁質砂岩叉は中粒砂岩等あ

り。何れも茜だ竪硬にして本地域の水成岩中最も硬く，水蝕It封する抵抗強〈需めに本岩石の露出

地域の地形は他の部分IC比して頓に念峻となり，一見他居と区別をなし得ぺ〈瀧を形成するものも

殆んど本岩石なり。

頁岩は黒色乃至暗茨黒色忙して後者は合71<扶態にて梢k緑~色に見ゆる底あり，黒色のものは

前記砂岩と共に茜だ硬く破商は往々介殻欣を示す。暗緑色のものは鞘硬度劣り二三の帯に泥友治の

圃塊を可成り多数に含み，その大さ務大乃至人頭大たり。甚だ務にとの中に動物化石を含む。

ヌポlロマポロ川にては，飯場の下流本支流分岐郡上流に幅員約0.25粁の露出を有し，主として

砂岩よ州り，東側は紳居古揮系と本居の頁岩と断居にて接し，西方は後記安牛居によりて不整合

に被覆せらる。

ノプカナイ川にては問寒別川落口より約4粁地形の急:饗するあたりより露出し始め，第二瀬に
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て紳居古揮系の蛇紋岩と断居に依りて接し，西部は安牛居によりて不整合に被はる。此の地艶に於

て蛇絃岩の小露出あり本屠との闘係不明なれども，恐らく断屠に依りて接するものなる可し。

グンネシ H山値の東側にては，東より来れる蛇紋岩の牛島と，クンネシ P山値をなす蛇紋岩0

島にて狭められたる海吹様の低部に本居の露出t>るは注意すべき事なり。

ぜシ ネ シリ

ロ，敏雷知居

本居は北見圃に於て，前記紳居古揮系東側の庚大なる地域を占め，其南方の延長は第一演習林

瀞路より音威子府附近に及び，安千志内川流域に護逮・し合化石居として有名たる，石狩地方の上部

菊石屠と同居位に在るものなり。

砂岩，砂質頁岩，頁岩より成り，一般には下位程砂岩多し。此の砂岩は友青色のもの多<，最

下郊のものを除くときはさして竪硬なら歩。との砂岩の中の或ものは板般に割るる性著しきものを

含む。砂岩中には化石乏しきものの如く，本地域にては未だ化石を費見せや。

頁岩は其色漉緑色にして乾燥して黒衣青色，風化する時は共闘赤禍色となり甚だ特有の米粒大

)~至小豆粒大の角ある小片とたる性あり。穆大より直径 1 米にも及ぶ大小種々なる圏塊を多数挟み

とれ等の中より Ammonite，Inoceramus.等の化石を産す。叉或郁にては砂岩，砂質頁岩，頁岩の薄

き敏百千牧の互唐ありて美観を呈するものあり。

北見圃宇津内川に於ては，最上流部の二叉附近より下流地方に庚〈露出し， 其西側静居古揮系

の蛇紋岩と接する所は砂岩を主とし，下流に向ひて次第に頁岩を増し，二叉附近は頁治乃至砂賀頁

岩のみにしてままに大小数多の園塊を含み，との中よりAmmonite，Inoceramus.共他の化石を出す。

備との居はそれより下流遁に蓮る。

北見圃掬J}(川にては圃境より直径2粁程の地裁より下流絵昔知醇附近まで露出す。ととにでも

西側紳居古揮系に接するものは砂岩を主とし漸次下流に及ぶに従ひて頁岩豊富となり，砂岩頁岩の

美しき五居を見るは本居1.tり。特に下流地方に多くの園塊を含みとの中及び頁岩中より Ammonite，

Inoceramus.其他の化石を出す。

松昔知腸より敏昔知l騨までの織道線路及園道の切割には好露出あり， 主として砂質頁岩及頁岩

の渇き互居にして松昔知瞬附近にてはとの中に殆んど無量生の Inoseramus.破片を含む。向敏昔知醇

附近の道路切望~Jtr:砂岩頁岩の互屠ありて，との中の園味より Inoceramus.を得たり。

備本居の紳居古揮系と接する所は掬水川，字海内川にては明に断屠にして，共他の部分tr:ても

恐らく断居なる可しと考へらる。

(化石に就ては附表番手照〉
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三，第三紀居

イ，幌延居 (爽表層)

本屠は本直域内に於ける爽安居にして，北方にては所謂天北安岡の爽安居たり。本地域内には

費建極めて貧弱にして問寒別川右支流，ヌカナン川本支流及天盛川右岸安牛騨附近の岸山湾〈俗稽

崇之湾〉の最上流部に幅員約0.7粁，長さ 6粁D狭少なる地域を占むるに過ぎぎれども，第二演習林

北部上猿揚地方にては良好なる護遼をなし，渡瀬氏はことより羊歯化石 Woodwardiaを得られた

る由たり。

とれによりて見るに，恐らく本居は石狩炭悶に於ける石狩統の一部分特に共上部に属するもの

なるぺしo

本居は砂治を主とし之IC頁岩と礁岩を扶存す。砂岩は中粒乃至組粒質のもの多<.晴友色叉は

晴友緑色にして精k竪硬のものあり，風化する時は一様に帯責褐色となる。:<<t中特徴あるものは炭

居の附近に常に伶ひ来る帯青白色のものにして他の砂岩との直別容易なり。砂岩中にほ時に諜質物

を含みて梢々黒味を帯ぷるものあり。
イη+，

上猿携に於ける問寒別川右支流岩魚津に於ては此の中より植物化石を産す。叉此方面に蜜達す

る砂岩には甚だ厚〈且均質にして其走向傾斜の測定し!維きものif>¥)。

頁岩は友色叉は黒衣色にして安居に接し植物化石を含む合茨酸錦繍頁岩の外は慨して軟なり。

叉時に多量の炭質物を含みて表質頁岩となれる事も珍しからや。之等の頁猪は風化面赤褐色にして

乾燥して次黒色乃至黒色となる事敏音匁l居のそれと似たれども厚さに於てはるかに劣る。

礁岩は主として種々なる古期岩石の大豆大ー扇桃大の圃離を含み，腰結物は砂買にて時に甚だ

硬きものあり。

炭居は厚きものは約1.70米位に及び珪化木を伴ふ。問寒別川上流右支流安之津に於て露出せる

一安居は次の如き断商を有す。
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幌延村天瞳川右支流岸山揮上流224米三角鮪北

方約 0.5粁の地結より西に本居の露出あり。明治年

聞に採炭せるも現在は鹿坑となり居れり。ととにて

は下記雄信内屠の頁岩と，本居の磯岩，砂岩とは断

居によりて接するものの如し。

国頁 岩

ヌカナン川下流地方に本居の砂岩，頁岩及安居

の露出あり。此の附近にては下記ヌカナン唐と接す。

問寒別川右支流ケナシポロ川の右支流上流にては，

其分水界より露出あり。砂岩，頁岩及茨屠より成丸

頁岩より多敷の針葉樹及澗葉樹葉の化石を出す。〈別

表参照〉共東部はヌカナン居と接し其関係は目下不

明なるも，恐らく不整合tc被覆せらるるものなるぺ

重量白色挟ミ

白色砂岩

しo

国砂 事号

ヌカナン川左支流に於ても全く之と同様なり。

医重量ヨ

ロ，又カナシ居

炭質頁岩 本唐は前記幌延居の東部に之と並行に細長く露

出し，幌延居と共に問寒別川以東には之を見ざるも

のの如し。其護遠の程度もl院証屠と大差なき程度な
石岩

り。

本居は傑岩，礁質砂措，蝶質頁岩，砂岩，頁岩

より成り，岩質上本道中央地帯に庚き分布を有する

川端居に相営す。

磯岩は厚くして此の中の燥に注意すべき事は，

石炭及頁岩の闇離を多数含有して下方なる幌延居に

不整合なるを示す。

叉砂岩中にまま拳大の角稜ある頁岩を合む事あ

り，頁岩中にも往々此の事ある等は本居の特離にし

て，叉石次質圏塊は時に多数を含めEも此の中にー

の化石のなき事も其ー特徴たるを失はや。

昭和入年入月二十一日

問寒別)11交流
要するに本屠は海水準(陸地〉の昇降の極めて

急激に費化せし時代の瀕海沈積屠にして一般に下部下決之津茨暦
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に礁宕，中部に砂岩， J二部に頁活多けれども部分的には此三者が極めて突然に甲より乙に又丙i乙推

移するを見る。

ヌカナン川本支流合流魁より本流を湖る事約宇粁にして左践にみ;居の特徴を共悩iせる大なる出

あり。之に次いで幌延厨夫炭部の小露出を隔てて本居露出すれども少詐にして雄信内居と断居にて

接す。

ヌカナン左支流右叉にては，中流より砂岩，頁岩，蝶質砂岩，機質頁岩:.Ir.縦いて!手き礁岩あり，

乙hにては雄信内居とは整合たるもの L如く，又西部は税延Jti-を不整合Ir.被援するもの h如し。

ケナシポロ川にては露出最も良好にして共厚き牒指数伎をよく翻祭属す~Jç を件。

Jt西縁は幌延居に不整合，東維は雄信内居iこ整合に接・するものと考へらる。

ハ，雄信内居

本居は本道南部の追分居に相賞するものにして，前ii己第三紀居と共にJI日*I)IJ川以闘にのみ護主主

せる事賓は注意すべき事なり。

極めて厚き頁岩の略均質なる沈積居なるためその走向傾斜の測定は困難なる場合少からす=。下

部は板紙にして柏成居商明瞭なるものあり。此の附近に多数の幽塊あり， 又化石を蹴する事あり。

質相営に竪硬なる故，硬貨頁岩と稀せられしものなり。中部及夫以上主とし・亡本厨の上部には，軟

質の頁岩を交ふ。軟賀頁岩として前記の便き部分と区別し件らるペきも，此のjSfは切]瞭を欠くもの

あり。依って便宜上一括して雄fd内肢と稿する~~とせりの

硬き部分は友色又は暗次色，乾燥して時次白色となり，之を砕くときは打j鋭き角校あるものと

ゑる。

との硬質の部分は侵齢、に堪えmめに念峻なる地形を作り， 川に臨みては向き数十米のMl:大なる
墜を造る事天聾川沿岸タンタシモナイの崖1<::好例あり。

主として上部にある軟買なる目岩は女色jう至白色にして含珪誌のもの多<1!kだ較く伴くときは

凶味を帯びたる小片となる。

ヌカナン左支流及ケナシボロ川にては前日己ヌカナン居の東側に肢〈露出し，之を繋合に被覆す。

下部即ち硬き頁宥露出部と軟き頁岩の露出地は山容，谷形共に著しき釣橋をなす。

岸山深にては入口より約1粁附近より露出し，ケナシポロ津同後極めて顕箸なる地Mの主J照iを

作りつ Lヌカナン川方面に遮る。

雄信内一間寒別瞬間に本居の良好なる露出連続しと hにては共厚さ少くとも1500米なり。

向本居は天盛川を越えてその南岸にも辿る。
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z，問患別居

本居は前記雄信内皆を整合に被覆せる普通無居理の砂質頁宕及砂岩唐にして質粗霧淡黄色を呈

す。砂岩は茜だ軟く，少しく風化するときは単に淡黄色の砂となる。本唐は天聾方面ログシナイ峠

附近にては!享〈護連す。問寒別地域に於ては第二演習林誠出所附近より北方に連互し特にケナシポ

ロ揮によく見らる hも一般に其護撞著しからざるは或は其上方の安牛居との聞に存在する不整合の

ために削剥せられしものたらんか。

ホ，安牛居

本屠は閉塞別川の東西南岸に亙りて庚大君主る地域に蜜達する黙は特に注意を要するものたり。

即ち以上越ペし諸居が其分布上問寒別川に依りて代表せらる h略々南北のー棋に依りて東西に確然

と直別せらる hに反し本屠は此線の存在に篭も左右せらる L事たき一事たり。此事より吾入は問寒

別居沈積後，安牛居沈積以前に方りて極めて大規模なる地殻運動の行はれしを窺知する事を得。

砂岩，礁岩，砂質頁岩，頁岩，砂醸及粘土等の諸唐より成れる厚き累屠にして 1米以上の厚さ

を示す5a茨居を含む。共薄きもの又は表質頁岩i亡至りては其校教甚だ多〈本居の顕著たる特徴のー

たり。此の中に炭化作用不充分にして元来の植物質を保存するものもあり，主として沼湾地横物よ

り形成せられたるもの L如し。

砂岩又は砂居は青白乃至深黄色組粒のもの多〈擬居の費逮著し。礁岩叉は磯居は砂質勝結と粘

土質腰結とあれども共に脆弱にして，共中に軟質又は硬質頁岩の拳大の礁多数を有し雄信内居又は

閉塞別居に不整合なるを示す。

此の累居中に二帯の著しき化石帯ありて多数の二枚貝，巻員を出せり。即ち問寒別附近に於て

は，i民出所の東方神社の下に黄色，灰色の砂岩中に見るものは明に海棲化石居にして共上方にて豆

炭居下方にあるは多〈は宇淡水性の貝類なり。叉雄信内騨北西方には亜提居より進に下方たる軟質

砂岩居中に保存不完全なる多数の貝化石あり。とれ等は一括して別表に示せり。

本居は北海道にて一般に瀧川居と呼ばる Lものに相営ペ<，本地域第三紀居の最上部居たり。

東部地域にては東八鶴湾に於て利l居古揮系に接しヌポロマポロ川に於て響卒居に接し， ノプカナイ

川にては一部は紳居古揮系に，一部は春卒唐に接す。西部地域にては概ね直下の居たる閉塞別居に

接す。

本居の閉塞別居との境界は一般に鮮明を昧くが如く，共聞に著しき走向傾斜の相違を認め難し。

然れEも上記の如く特殊の分布を示す鞘より推察すれば或は不整合存在するにあらざるかと考へら

る。
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四，第四紀居

ままに第四紀居とせるものには二種あり。ーは問寒別111の特に右岸及天聾111本流沿岸の段丘をた

せる堆積物にして砂，粘土及礁の諸居より成る。こは之等諸川沿岸及其支流の谷底をなす現世居に

して同じく礁，砂，又は粘土より成り時に泥炭を含める事あり。

本調査官りては北海道帝園大』房長接部演習林職賀各位に種々の利便を奥へられたり。誌に記し

て深〈謝窓を表す。

犬弁上事島電

波瀬正三郎

植村焚巴男

原図 ifl平

小株儀一応

岡村要臓

石岡‘雄

文 厳

大十..分ノー北海道地質園

天・圏第二演習林地質圃(未刊〉

ヲ己目置園北認に於げる含泊第三紀11均質;拳錐誌第三十七倉

北海道産ベグトライトにuいて 岩石司貨物噴床祭第八~

天E邑圃幌延決闘関査報交 績物調査報告第十図書書

天国豊川流域，地拳雑誌第二十四年

北海道北見天.i自闘の地質lこまuて 地質象雑誌第三十七~

昭和五年

昭和七年

大 E 二年

明治四十五年

昭和五年
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安牛屠

1) 天盟国幌延材開寒JJU川右岸 (1ω.00. 231) 

Corbicu1a sp. 

Corbula cfr. erythrodon Gould 

2) 天盤固天錘村ログγテイ峠入口 (1侃.00. 293) 

Turritella saishuensis Yokoy:田na

Chry釦 domussp. 

Macoma tokyoensis Makiyama 

Y oldia scapha Y okoy:釦 1a

3) 天堕圃幌延村間寒別川右岸砂取揚 (1∞.nos. 232，幻7，238)

Arca inflata Rve. ? 

Arca amicula Y okoyama 

M叫omatokyoensis Makiyama 

Corbula sp. 

Yoldia民aphaY okoyama 

Cardium sp. 

P配 :tencfr. p∞ulum Y okoyama 

4) 天強固幌延村雄信内廓両方 (loc.00. 374) 

Venericardia cfr. ferrugunea Ad. 

Ma∞tr.a tokyoensis Makiyama 

Tellina venulosa Schr. 

Spisula sp. 

Psammosolen divaricatns (Lischke) 

Natica janthostoma Desh. 

5) 天樋圃幌延村雄信内問方 (Ioc.nos. 378-379) 

Macoma tokyoensis Makiyama. 

C町 diumsp. 

維信内居

1) 天海底頓別村・字織内川入口左岸 (loc.no. 2刀)

Mncoma tokyoensis Makiyama 

Macoma cfr. optiva (Yokoyama) 

2) 天盟国中川村ヌ堕道路タ y タV ヤ毛ナイ西側 (loc.no. 2田)

Protocardium sp. 

3) 天盤固幌延村雄信内東方綾道切割 (Ioc.005. 382， 384) 

Macoma tokyoensis Makiy祖国



Thyasira nlpponica Yal埠 andJCom町混

針。畑溜-dlumsp. 

Yoldia蜘 phaY ok01ama 

Chrysodomt回?sp・

自重紀，敏昔免措

1) 北見圃後...胸村掬水}J1下tJl

Inocer凶n回・p.

Ir副 eramusorientalis Sdt. 

Phylloceras cfr. JaIIICswn Meelc 

Dentalium sp. 

N制 tilus? sp. 

2) 花見回・(.1.村字織内J時下減 (1回.no. 279) 

Atila hokkludoensb Na軍船

Ir町 eram田 sp.

Phylloceras e<oen時 Yokoyaml1

Puu酒iasp. 

3) 同 中流 (1田.no. 278) 

D白田∞e凶 cfr.damesi Jimbe 

4) 同 上流布叉 (1ω.00.aコ}

In田eram田 aff.schmidti Mlch. 

P山崎il1? sp. 
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